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献　辞
　中井政喜先生は、2016年3月31日を以て名古屋外国語大学を定年退職さ
れました。先生は、名古屋大学大学院文学研究科中国文学専攻博士課程単
位取得満期退学後、大分大学経済学部講師、同助教授、名古屋大学総合言
語センター助教授（比較言語文化研究系）、同言語文化部教授（地域言語
文化研究系）、同大学院国際言語文化研究科教授などの職を歴任された後、
2008年4月	、本学外国語学部教授に就任なさいました。8年前のことでし
た。先生は就任と同時に中国語学科の学科長に就任されました。始めてお
会いした先生の印象は、大変穏やかで学識にあふれ、私達中国語学科教員
一同深い尊敬の念を抱きました。4月のフレッシュマンキャンプでは、移
動のバスでお隣に座った事から、先生と親しくお話させていただき、その
お人柄にふれました。
　この8年の間、先生は私達中国語学科に多くの便宜をはかってください
ました。そんな中で最も印象深いのは、中国語学科研究室の大改修です。
新たに設けられた学習スペースには多くの学生が訪れるようになりまし
た。また、先生は、中国語学科非常勤講師の先生方にも大変人望がおあり
でした。毎年行なわれる非常勤の先生方との交流会には、先生を慕って多
くの方々が出席されました。その時先生が中国語でご挨拶される一言一言
が、とても深みのあるものであったことを思い出します。
　ここ数年は、日中関係が難しくなり、我々中国語学科にとっては大変な
試練となりました。気弱な私は不安になることもしばしばでしたが、先生
はいつも励ましてくださり、勇気付けてくださいました。どんなに心強
かったかわかりません。今年度は中国語学科の入学者も回復しました。一
息ついております。
　先生は学科会議その他の機会で、いつもにこやかに私たちに接してくだ
さいました。ありがたいことでした。しかしある時、学生から「中井先生
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の授業は厳しい」と聞いた事があります。温厚な面だけではない、先生の
学問に対する厳しさを垣間見た思いがいたしました。見習わなければいけ
ない、と思ったことでした。先生は本学では、「中国文化研究」、「中国語
（講読文法）」「中国文化C（ことばと社会）」などの授業をご担当ください
ました。
　先生は魯迅をはじめとする中国現代文学の専家で、数多くの優れた業績
を発表されております。大部な著書も複数刊行されております。2004年7
月	には博士（文学）の学位を名古屋大学より取得なさいました。とりわけ
魯迅研究においては、世界的に著名で、先生のご業績は中国語に翻訳され
海外に紹介されているものも少なくありません。また嬉しいことに、本学
の名古屋外国語大学出版会からも、先生の魯迅研究のご著書がまもなく刊
行される予定で、現在準備中です。先生の置き土産の刊行を、とても楽し
みにしております。
　先生はどんなに忙しくても毎年2本以上の論文を発表され続けました。
また、ご自宅は岐阜県で、本学からは遠方とも言える距離なのに、毎朝誰
よりも早く（8時前に）出勤されました。そして毎日最も遅くご帰宅なさ
るのも、先生でした。先生のこの8年間のお姿は、研究者、大学教員のあ
り方を示してくださる、無言の教えであったように思います。
　本学は、先生のご貢献に対し、名誉教授の称号をお贈りいたしました。
これを記念し、先生の御写真を飾り、年譜と著作目録を掲げ、先生を顕彰
いたしたいと存じます。先生のますますのご健康とご活躍をお祈りいたし
ます。
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